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「スポーツによる新しい地域づくり」

文部科学大臣表彰

山ノ内校区　漆畑　幸夫

令和7年度（2025年度）熊本市スポーツ推進委員協議会行事予定

令和6年度（2024年度）表彰者のみなさま

熊本市スポーツ推進委員の皆様におかれましては、日頃から
地域での各種スポーツの普及や振興のみならず本協議会の事
業の推進とそのご尽力に対しまして、敬意を表しますとともに、
心から感謝を申し上げます。

さて、1月に第62回の熊本県スポーツ推進委員研修会と第67
回を迎えました九州地区スポーツ推進委員研究大会熊本大会
が熊本市の熊本城ホールで開催されました。九州各県からの皆
様をお迎えし成功裏に終えることができましたことを、心から
感謝申し上げます。

熊本城おもてなし武将隊や植木チアリーディングで会場を沸
かせ、その後「夢ある限りは無限」と茨城ゴールデンゴールズ監

督の片岡安祐美氏から貴重な講演をいただきました。
大会2日目のシンポジウムには前県スポーツ推進審議会長の

坂本達也氏より「誰もがあつまり、ともにつながるスポーツへ」
をテーマに基調提案があり、次に、片岡安祐美氏、エアアク
ション理事長の巻誠一郎氏、EYJapanの富田宇宙氏、県スポー
ツ協会クラブアドバイザー太田黒尚子氏に講演をいただき、大
盛会に終了することができました。結びに大会の開催にあた
り、多大なるご尽力を賜りましたスポーツ推進委員の皆様、熊
本県、熊本市をはじめとする生涯スポーツ主管部局様、全ての
関係者の皆様に重ねて御礼を申し上げます。誠にありがとうご
ざいました。

熊本市民スポーツフェスタ（通年）
熊本城マラソンボランティア
 （2月中旬予定）

●支援事業

火の国まつりおてもやん総おどり
 （8月上旬予定）

●その他

この度、文部科学大臣スポーツ推進委員功労者
表彰を受賞することができ、大変感謝し心より御礼申し上げま
す。この受賞も、諸先輩方、地域の皆様方、スポーツ推進委員の
仲間のお陰だと感謝いたしております。

これからも地域・校区の皆様との健康増進・親睦融和を図りな
がら、地域づくりをスポーツを通じて微力ではありますが、頑張っ
ていきたいと思っております。今後とも、皆様のご指導、ご鞭撻の
ほどよろしく申し上げまして、お礼の言葉とさせて頂きます。

九州地区スポーツ推進委員
功労者表彰

壺川校区　市原　裕子
この度は名誉ある表彰を頂き、心よりお礼を申

し上げます。これまで諸先輩方や地域の皆様にご指導頂き、支え
られ、ご協力を頂いたお陰だと感謝申し上げます。九州大会での
基調提案で行動指標「６W」は今後のスポーツ推進委員としての
役割を果たす為、地域の方々との健康増進や絆の強化を図って
いく為に必要だと強く感じました。自分に出来る事を考え、行動
しようと思います。本当にありがとうございます。

全国スポーツ推進委員
功労者表彰

大江校区　津曲　誠

熊本県スポーツ推進委員功労者表彰

文部科学大臣表彰
山ノ内校区 漆畑　幸夫

九州地区スポーツ推進委員功労者表彰
泉ヶ丘校区 今村　拓郎壺川校区 市原　裕子

全国スポーツ推進委員功労者表彰
大江校区 津曲　　誠

松尾西校区 境　　　理
一新校区 池下　博之
大江校区 渡邊　和枝
砂取校区 須本　香奈
本荘校区 辻口　隆史
託麻原校区 東田　美樹
託麻北校区 伊藤　和代
画図校区 野口　勝也

黒髪校区 上野　利行
松尾東校区 志垣　典男
芳野校区 竹原　貴博
御幸校区 藤本　秀則
隈庄校区 栃原まどか
豊田校区 林　　敏久
北部東校区 安田　典生
城北校区 栗原　弘次

この度、宮崎で開催された第65回全国スポーツ
推進委員研究協議会に参加して全国スポーツ推進委員功労者表
彰を賜り、心から感謝申し上げます。これもひとえに行政の皆
様、諸先輩の皆様、スポーツ推進委員の皆様のお陰だと思って
います。

さて、全国大会での増田明美さんの講演中で、「たすっと」と
いう言葉が印象に残っており、A競技＋B競技にするということ
は、スポーツ人口減少の対策になるのかなと思いました。

今回の受賞を励みに、スポーツ推進委員としての役割と使命
を自覚し、スポーツの普及と地域の皆様のお手伝いができるよ
う、健康づくりの増進に努めてまいりたいと存じます。

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

九州地区スポーツ推進委員
功労者表彰

泉ヶ丘校区　今村　拓郎
この度は、九州地区スポーツ推進委員功労者表

彰を頂き、誠にありがとうございます。
初めての九州地区スポーツ推進委員研究大会の参加でした

が、2,000名以上の各県からの参加者、122名の被表彰者と、そ
の人数の多さに驚きでした。

昨年度まで、コロナ禍で活動ができない制限がありましたが、
地域活動を元に戻し、活動の一助になれるように努めていきま
す。

熊本県スポーツ推進委員
功労者表彰

砂取校区　須本　香奈
この度、熊本県スポーツ推進委員功労者表彰を

頂き、心より御礼申し上げます。 
今回、表彰式で代表謝辞を述べさせていただきました。当日

は緊張もありましたが、本当にかけがえのない貴重な経験とな
りました。

熊本地震後にスポーツ推進委員となって、約8年が経過しまし
たが、その中で色々な方々に出会い、支えられてきました。これ
からも地域の皆様と協力してスポーツによる新しい地域づくり
を目指し、地域スポーツ推進活動に邁進してまいります。 編 集

後 記

おめでとうございます

今年度は、例年開催されている研修会や校区のイベントに加え、九州地区スポーツ推進委員研究大会が８年ぶりに
熊本市で行われ、熊本市スポーツ推進委員の皆様には、たくさんのご協力をたまわり誠にありがとうございました。
事務局としましても、貴重な経験をさせていただき、多くのことを学ばせていただきました。今後も事務局一同、ス
ポーツ推進委員の皆様を精一杯サポートしていきたいと思っております。今後ともよろしくお願いいたします。

スポーツ振興課　益本めぐみ

●主催事業・研修会等

4月6日㈰ 熊本市スポーツ推進委員協議会総会
及び委嘱状交付式 城東小学校　体育館

7月27日㈰ 熊本市スポーツ推進委員全体研修会 ナースパワーアリーナ
（熊本市総合体育館・青年会館）

未定

日　　時 事　　　　業 場　　所

11月13日㈭
～11月14日㈮ 第66回全国スポーツ推進委員研究協議会 長野県長野市

1月17日㈯
～1月18日㈰ 第68回九州地区スポーツ推進委員研究大会 沖縄県那覇市

7月上旬 熊本県スポーツ推進委員新任研修会

未定10月上旬 熊本県スポーツ推進委員実技研修会

宇城市11月下旬 第63回熊本県スポーツ推進委員研修会

各区にて開催通年 第65回親子スポーツ大会

（誰もがあつまり、ともにつながる）
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第６７回九州地区スポーツ推進委員研究大会について
城西校区　⻆田　幸一

白山校区　黒川　芳満

桜木校区　甲斐　千恵子

令和7年1月25、26日、前回熊本大会から8年ぶりに、熊本城ホールに於い
て「スポーツによる新しい地域づくり～誰もがあつまり　ともにつながる～」
をテーマとして、第67回　九州地区スポーツ推進委員研究大会　熊本大会が
開催されました。

九州全域から2,000名を超える参加者が集い、熊本城ホールがいっぱいに
なりました。元気いっぱいの歓迎アトラクション、お話上手なシンポジスト、ス
テージ上の見やすいスクリーン、きれいで快適な会場に、来場者の方々からも、
「熊本いいね！」という会話が聞こえていました。次回の開催地、沖縄で皆さ
んと再会できるのが楽しみです。

片岡氏は幼い頃から自分のことは自分で決めるように育てられた。ある時テレビ
で甲子園を見て、自分も野球をしたいと思うようになる。小学4年生のとき、特例的
に女子でありながら野球部に加入。中学時代も、悩みつつ野球部へ加入した。中学
3年生の時に、甲子園には女子選手が出られないことを知り、ちょっと天然なところ
もある一方、努力が評価され女子日本代表に選ばれる。高校野球部では練習生扱
いだったが、女子野球世界選手権に出場し準優勝する。高校2、3年生では連覇を
達成する。

高校を卒業後、萩本欽一監督が創設した茨城ゴールデンゴールズへ入団。欽ちゃ
ん監督のマイクパフォーマンスまたお客様への接し方、誰かのためにやる野球、つま
り応援してくれる人たちの大切さを学んだ。

入団8年目24歳で監督になるも、どうあるべきかを考えると憂鬱になる。選手達
に打ち明けると自信を持つようにと言われた。女性しかなれない監督になると考え
てから4年目でクラブ優勝を果たす。欽ちゃんに優勝を報告すると、いくつになった
と聞かれ、もう28歳と答えると、まだ28歳と返され「そうか！」と考える。あえてウ
ザイ監督を目指して、「ダメなものはダメ」と練習の時から言うようにし、選手たち
の言うことにはとことん耳を傾けるようにしている。

【活動を振り返って…】　どこの円まで関われていますか？？
【スポーツ推進委員になりたい方】　ご協力をお待ちしております！！

外円に囲まれたすべての範囲の連絡調整 etc...

熊本市

行政区

小学校区

クラブ
活動

スポーツ推進委員

熊本城マラソン／市民スポーツフェスタ
総合型地域スポーツクラブ／おてもやん総踊り

親子スポーツ大会

校区運動会

各種研修会／総会

スポーツ推進委員の活動って！？

スポーツ推進委員とは

第65回全国スポーツ推進委員研究協議会 宮崎大会について

●実技指導や企画運営などのプランナー的な役割だけでなく、地域住民や関係団体と行
政との調整役のコーディネーターとしての役割

●各地域のスポーツ推進のため、地域住民と行政の仲介役になり、地域住民に密着してス
ポーツ推進活動を行う組織

期日／令和6年（2024年）11月14日（木）～15日（金）
場所／ひなた武道館（宮崎市熊野2206－1）
【参加者からのコメント】 長嶺校区　丸山　晴美

託麻・長嶺５校区合同大運動会

令和6年10月13日（日）パークドーム熊本にて、託麻北・託麻南・
託麻西・託麻東と長嶺小学校の5校区合同大運動会を開催しまし
た。各校区の役員不足、大会参加選手の不足、予算等各校区の抱え
る問題を5校区で持ち寄ることで解決に近づけ、パークドームで開催
することで天候の心配をせず、地域の方に興味を持ってもらい、地
域の融和に繋げることを目的に、令和6年2月から8か月かけて会議
を重ね、熊本市内でも初めての試みにチャレンジしました。当日は
数多く参加者が集まり、校区対抗という事もあり、熱い声援が飛び
交っていました。栄えある第1回優勝は長嶺校区でしたが、それ以上
に校区間の交流、大会運営においては各校区の良い点や改善点に気
付いたことが大きな収穫になったと思います。「来年も！」というお
声を各校区の皆さんから頂けたことが大きな喜びとなりました。

長嶺校区　荒木　頼信

第１回城西ラジオ体操の日
城西校区　⻆田　幸一

第47回火の国まつり「おてもやん総おどり」について
スポーツ振興及びスポーツ推進委員のＰＲを目的に毎年参加していま
す。今年は普及部会を中心に法被の作成をし、例年よりさらに華やさが
アップしました。
【参加者からのコメント】 田迎校区　古閑　明子

スポーツ推進委員2年目にして、第
65回全国スポーツ推進委員研究協
議会宮崎大会に参加できたことはま
たとない機会でした。「既成概念か
らの脱却」という大会テーマは、凝り
固まった思考に新たな視点を与え、
知識と思考力を深める貴重な学びとなりました。特に、新富町がス
ポーツを地域振興の中心に据え、経済や交流人口の拡大、住民間の
コミュニティ強化を実現している事例には感銘を受けました。2日目
の分科会での具体的な取り組みは印象深く、この経験を糧に熊本市
での新たな地域振興の可能性を探りたいと感じています。

スポーツ推進委員1年生で、初めておてもやん総おどりに参加しま
した。初めから最後まで楽しかったことを思い出します。前準備で
は、「スポーツ・推進・田迎」と刺繍してお祭り仕様のピアスを作成
しました。当日は、総おどりの前に、70～80年代の名曲で路上ライ
ブがあっており、お祭り気分もあり、つい踊ってしまい、総踊り前の
ストレッチになりました。その後、最後の練習をして、スタート位置
は市役所西側のコーナー付近で、お城と夕焼けがとても綺麗でし
た。他団体の衣装、熱気溢れる光景、雄叫び…！スポスイ仲間の方々
を見習い、「自分もカッコよく踊るぞ！」と一心不乱でした。終わる頃

にはみんな汗だくで、同じ笑
顔をしていました。そして、
帰りの冷たいアイスは格別
でした。

令和6年8月25日の夏休みも
終わりに近づいたころに、城西ラ
ジオ体操の日と決めて城西小学
校の運動場に校区の人達が集合
してラジオ体操を行いました。夏
の暑い日が続き、外での活動が
少なくなっていることから、「朝の涼しいうちにみんなで集ってラジ
オ体操をしよう、毎年続ければ恒例の行事になり、もしかすると
NHKのテレビ取材が来るようになるかもしれない」との期待を込め
て実施しました。城西小学校の生徒さんはもとより、校区内の高齢
の方から小さな子どもさんまでたくさんの人たちが集いました。ラ
ジオ体操でも、体操第1・第2とまじめにやれば、結構よい運動にな
ります。皆さんの地域におかれましても、ぜひ、お勧めします。

【特別講演】　
テーマ：夢ある限り努力は無限
講師：ゴールデンゴールズ監督
　　　　　片岡安祐美氏

講師：前熊本県スポーツ推進審議会委員長
　　　　　阪本　達也氏

「スポーツによる新しい地域づくり」ではPlan（計画）Do（実行）Check（評価/
計画）Act（改善）の「PDCAサイクル」で持続可能な改善やより良い結果が地域活
性化に繋がり、その行動指標「６W」①ヘッドワーク②フットワーク③ハートワーク
④ネットワーク⑤チームワーク⑥ヘルスワークを無意識に取り入れ活動していまし
た。

本大会参加で気づきや改善もありました。震災後、コロナあけにおいては参加者
の減少、地域住居環境の変化、少子高齢化等の様々な課題も多いと感じています。
いかなる場合にもPDCAサイクルは活用でき６Wを誰が集まり、ともにつながるヒ
ントにしていきたいと感じました。

【基調提案】
テーマ：スポーツによる新しい地域づくり

桜木校区　牧瀬　勝宣
シンポジウムではサッカー（巻誠一郎氏）、野球（片岡安祐美氏）、水泳（富田宇

宙氏）、総合型地域スポーツクラブ（太田黒尚子氏）の分野で活躍する４名のシン
ポジストの方にお話しを聞かせていただきました。

みなさんここまで順風満帆というわけではなく、選手として喜びや苦悩・挫折と
決断を経験しながらも、自分を知る力や個人の尊重、ポジティブマインドなどの成
長を得ることでスポーツによって救われたように感じられたそうです。

現在、各スポーツ分野にて活躍されている皆さんが意識していることとして、「期
待より応援」「正誤より相互」「同意ではなく理解」という言葉が印象的であり、「ら
しさ」を認めることは本来すべての人に必要であることを学びました。

【シンポジウム】
テーマ：スポーツによる新しい地域づくり
　～誰もがあつまるために、
　　　　　　ともにつながるために～


